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【要 旨】
本研究は、第２次中学校令改正が公布された、明治３０年代の中等教育の拡張期以降に開

校した、後発の旧制中学を類型化し、それぞれのパターンから個別の学校を取り上げ、学
校史を中心とした記述資料を用いて検討することで、後発旧制中学の学校文化の特徴を検
討する際の基礎作業を行うことを目的とする。分析の結果、主に以下の二点が指摘でき
る。
第一に、「二中」型の学校は、進学率や１学年の生徒数、学級数、入試倍率において開

校時期が重なる「明治後期に開校した中学」「大正前期に開校した中学」「大正後期に開校
した中学」の学校よりも高い数値を示した。
第二に、「二中」型の学校は、具体的な学校の事例から、「一中」型の学校に対して対照

的に語られることを確認した。
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１．問題の所在

中学校令改正（第２次、明治３２年）が公布さ
れた明治３０年代は中等教育の拡張期であり、明
治３０年に１１８校５万３千人の生徒数は、１０年後
の明治３９年に２７１校１０万９千人と、２倍以上に
増加している１）。本稿は、その時期以降に開校
した旧制中学を類型化することを目的とする。

戦前期中学校入学者は、先ず明治３０年代の日
清日露の戦間期に増加し、その後特に大正中期
以降著しく増加した。入学難の緩和のためと原
敬内閣の高等学校、専門学校の大増設の政策に
呼応して、地方でも中学（主に県立）の増設が
行われた（表１）。それまで中学が設置されて
いなかった地域はもちろんのこと、地方の都市
部にはこの時期既存の県立中学に対して第二番
目の県立中学２）が創設されていった。その中に
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官立中学校 公立中学校 私立中学校 合計
１８９５（明治２８） １ ７９ １６ ９６
１９００（明治３３） １ １８３ ３４ ２１８
０５（明治３８） ２ ２２６ ４３ ２７１
１０（明治４３） ２ ２４３ ６６ ３１１
１５（大正４） ２ ２４２ ７７ ３２１
２０（大正９） ２ ２８２ ８４ ３６８
２５（大正１４） ２ ４０４ ９６ ５０２
３０（昭和５） ２ ４３４ １２１ ５５７
３５（昭和１０） ２ ４３７ １１８ ５５７
４０（昭和１５） ２ ４７１ １２６ ５９９

表１ 官公私別中学校数（１８９５－１９４０年）

出典：１８９５-１９３５は伊藤（１９９０）３１１頁、山田（２０００）より
転載、一部訂正、１９４０は文部省『全国中学校ニ
関スル諸調査』（昭和１５年）学校名称、設立者、
学校長、位置、沿革二関スル調、記載校より作
成

開校年 校名
明治３２年 金沢二中、京都二中
明治３３年 仙台二中
明治３４年 東京府立二中、鹿児島二中
明治４１年 神戸二中
明治４３年 沖縄二中
大正２年 札幌二中
大正３年 横浜二中
大正１０年 岡山二中
大正１１年 広島二中
大正１２年 松本二中、鳥取二中
大正１３年 東京市立二中、浜松二中、呉二中
大正１５年 豊橋二中
昭和２年 日大二中＊

昭和３年 岐阜二中
昭和１０年 天理二中＊

昭和１４年 法政二中＊

表２ 二中の名称の旧制中学一覧

*は私立
出典：渡辺（１９９９）２２６頁より転載、一部訂正

は既存の県立中学に対して「二中」３）という名
称の学校もいくつか創設されていった（表２）。

周知のとおり、明治の中期頃までに開校した
我が国の旧制中学の多くは、その源流を藩校や
洋学校・私塾にまで遡ることのできる伝統のあ
るエリートのための教育機関であり、質実剛健
を旨とするような学校が多かった。それに対し
て明治後期以降開校の「二中」のような後発校
は、おそらく既存の「一中」のような先発校に
対抗意識をもって、教職員・生徒一丸となって

校風を作っていったと考えられる。その際、果
たして「二中」型の後発校の校風は「一中」型
の先発校を模範として形成されていったのであ
ろうか、それとも「一中」型の先発校とは異な
る独自のモデルを目指して形成されていったの
であろうか。そしてそのような学校の風土は、
戦後に「二中」の伝統を引き継いだ学校におい
て、学制改革、高校再編、入試制度の変化等に
伴いどれほど受け継がれていて、また受け継が
れていないのであろうか。
以上の問題意識の下、筆者は、これまで中国

四国教育学会大会において「戦前期における中
等学校文化に関する研究－岡山県を事例にし
て」という発表題目で、学校の沿革史・教育史
資料を中心とした記述資料を用いて岡山一中と
岡山二中を比較検討した。その結果岡山二中の
学校文化が岡山一中を非常に意識したもの
で４）、質実剛健でスパルタ的に生徒を鍛えて岡
山一中に追いつき追い越そうとする部分と、教
職員と生徒が一大家族的な大らかな部分をも
ち、エリート校で受験準備予備校的な性格をも
つ岡山一中と対照的な部分との、矛盾する２つ
の面をもつことを明らかにした。
また、日本子ども社会学会大会において「戦

前期における中等学校文化に関する研究－広島
県呉市を事例にして－」という発表題目で、学
校の沿革史等の記述資料と卒業生・学校関係者
への聞き取り調査を用いて呉一中と呉二中を比
較検討し、岡山の事例と同様に、呉二中の学校
文化は質実剛健ではあるが自由かつ大らかなも
ので、呉一中について対抗意識の非常に強いも
のであること５）を明らかにした。
しかし、当然のことながら岡山二中と呉二中

の事例だけで後発旧制中学の学校文化を一般化
することはできない。そもそも後発旧制中学の
中で「二中」という名称の学校の割合はどれく
らいなのか、また「二中」型の学校はどれくら
いあるのか、それらの学校は先発校とはどうい
う関係なのか（例えば本校－分校の関係）。こ
のような疑問に対処すべく、先ずは旧制中学全
体を分類し、特に後発校に焦点を当て、分類し
たそれぞれを比較検討する。次に個別の学校を
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先発校 後発校 合計
学校数 ３０６（５９） ２９１（６７） ５９７（１２６）
％ ５１．３（４６．８） ４８．７（５３．２） １００．０

表３ 先発校と後発校の数と割合

*官立中学は除く、カッコは私立、以下の表も同じ文部
省『全国中学校ニ関スル諸調査』（昭和１５年）より作成

取り上げ、学校史を中心とした記述資料を用い
てその特徴を検討することを試みる。本稿は、
後に後発校の学校文化の特徴を検討する際の基
礎作業となるものである。

２．分析方法と分析資料

（１）分析方法
伊藤（１９９０）は戦前期中等教育を４つの時代

に区分し、その４番目を「転換期」（１８９９（明
治３２）－１９４５（昭和２０）年）とし、さらに同年
齢層における中等教育人口が１５％を越える大正
期中葉をもって「エリート型」と「マス」型に
細分した。本稿でもそれを参考にして、旧制中
学の開校年６）と各「中学校令改正」を基に便宜
上以下の５つの時期に分類し、それに従って分
析した。

①明治３１年までに開校した中学
②明治３２－４５年に開校した中学（＊明治３２年、
中学校令改正、第２次）

③大正２－７年に開校した中学（＊大正元年も
含む）

④大正８－１５年に開校した中学（＊大正８年、
中学校令改正、第３次）

⑤昭和２－１５年に開校した中学（＊昭和元年も
含む）

本稿ではこの①、②を先発校、③、④、⑤を
後発校と定義した。また本稿で言うところの分
校とは、『全国中学校ニ関スル諸調査』の昭和
１５年度版の「学校沿革ニ関スル調」で分校と記
載されている学校である７）。次に「二中」型の
学校の定義は、公立で東京と大阪を除く地方の
都市部に開校した「二中」の名称をもつ中学と、
公立で東京と大阪を除く地方の都市部に２番目
以降に開校した中学で大正期以降創設の学
校８）、とした。
具体的な分析方法は、上記の５つの時期に則

して先ず先発校と後発校の全体数、割合、地域
別の状況を調べる。さらに分校として開校した
学校の数と割合、「二中」型の学校の数と割合

を調べる。次に後発校を中心に、先発校、後発
校、分校、「二中」型の学校を上級学校進学状
況、１学年の生徒数、学級数、入試倍率で比較
検討する。最後に具体的な学校の事例を取り上
げ、学校史と聞き取り調査等を中心に特徴を検
討する。なお、聞き取り調査は、１９９９年８月か
ら２００４年８月にかけて、１１回実施した。

（２）分析資料
分析資料は、文部省『全国中学校ニ関スル諸

調査』各年度、その他旧制中学校やその伝統を
持つ高校の学校史・沿革史、卒業生の回顧録、
報告者の卒業生に対する聞き取り等を用いる。
なお学校の分類に関しては、『全国中学校ニ関
スル諸調査』の昭和１５年度版（＊上級学校進学
状況、１学年の生徒数、学級数、入試倍率は
『全国中学校ニ関スル諸調査』の昭和１３年度版）
を用いたので、昭和１５年現在で設置されている
学校が分析対象である９）。

３．結果と考察

表３は先発校と後発校の数と割合を示したも
のである。昭和１５年の時点で官立中学を除いた
中学校の数は５９７校で、先発校と後発校の割合
はほぼ１：１である。私立の割合は、後発校の
方が６％程高い。

これを地域別にみたのが表４である。この表
から後発校の割合は、北海道が約８０％ともっと
も高く、他の地域では、東京と中部を除いてす
べての地域で後発校の割合が先発校に比べて低
いことがわかる。
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先発校（％） 後発校（％） 合計
北海道 ５（１）（１９．２） ２１（８０．８） ２６（１）
東北 ２９（２）（５９．２） ２０（２）（４０．８） ４９（４）

関東甲信越 ６０（３）（５５．６） ４８（１１）（４４．４） １０８（１４）
東京 ３１（２７）（４４．９） ３８（２０）（５５．１） ６９（４７）
中部 ３７（４）（４９．３） ３８（３）（５０．７） ７５（７）
近畿 ４４（９）（５２．４） ４０（１２）（４７．６） ８４（２１）

中国・四国 ５１（１０）（５６．０） ４０（１１）（４４．０） ９１（２１）
九州・沖縄 ４９（３）（５１．６） ４６（８）（４８．４） ９５（１１）

表４ 先発校と後発校の地域別の数と割合

文部省『全国中学校ニ関スル諸調査』（昭和１５年）より
作成

表５、５－１は旧制中学全体と後発校を先の
５つの分類に従って分けたものである。④の大
正後期の時期に開校した学校が約３０％ともっと
も多く、後発校の中でも６０％近くを占め、その
８割以上は公立であることがわかる。私立は先
発校では②の明治後期の時期に開校した学校
が、２／３を占め、後発校では⑤の昭和に開校
した学校が過半数を占めることがわかる。

表６は分校の数と割合を示したものである。
分校はすべて公立で、北海道と東京除いた地域
に分散している。１校を除いて①と②の明治期
に開校した学校である。なおこの１校は沖縄県
の宮古中（昭和３年開校）である。
表７は「二中」型の学校の数と割合を示した

ものである。「二中」型の学校は全国的に分散

しており、時期的には④と⑤の大正中期以降か
ら昭和にかけて７０％が開校している。なお二中
かつ分校である学校は、鹿児島二中（明治３４年
開校、鹿児島一中の分校）、沖縄二中（明治４３
年開校、沖縄一中の分校）の２校である。
以上の結果をまとめると、以下の５点が明ら

かになった。

① ② ③ ④ ⑤ 合計
北海道 ２ ３（１） ３ １２ ６ ２６（１）
東北 １５ １４（２） １ １５（２） ４ ４９（４）
関東甲信越 ２９（２） ３１（１） ４（１） ２９（４） １５（６） １０８（１４）
東京 １７（１５） １４（１２） ２（２） １１（５） ２５（１３） ６９（４７）
中部 １７ ２０（４） １ ２７（１） １０（２） ７５（７）
近畿 ２１（１） ２３（８） ３（１） ２３（３） １４（８） ８４（２１）
中国・四国 ２８（１） ２３（９） ２（２） ３０（５） ８（４） ９１（２１）
九州・沖縄 ２４ ２５（３） ９（２） ２５（１） １２（５） ９５（１１）

合計 １５３（１９） １５３（４０） ２５（８） １７２（２１） ９４（３８） ５９７（１２６）
％ ２５．６（１５．１） ２５．６（３１．７） ４．２（６．３） ２８．８（１６．７） １５．７（３０．２） １００．０

③ ④ ⑤ 合計
北海道 ３ １２ ６ ２１
東北 １ １５（２） ４ ２０（２）

関東甲信越 ４（１） ２９（４） １５（６） ４８（１１）
東京 ２（２） １１（５） ２５（１３） ３８（２０）
中部 １ ２７（１） １０（２） ３８（３）
近畿 ３（１） ２３（３） １４（８） ４０（１２）

中国・四国 ２（２） ３０（５） ８（４） ４０（１１）
九州・沖縄 ９（２） ２５（１） １２（５） ４６（８）
合計 ２５（８） １７２（２１） ９４（３８） ２９１（６７）
％ ８．６（１１．９） ５９．１（３１．３） ３２．３（５６．７） １００．０

① ② ③ ④ ⑤ 合計
北海道 ０ ０ ０ ０ ０ ０
東北 ４ ３ ０ ０ ０ ７

関東甲信越 ８ １４ ０ ０ ０ ２２
東京 ０ ０ ０ ０ ０ ０
中部 ５ １ ０ ０ ０ ６
近畿 ２ １ ０ ０ ０ ３

中国・四国 ９ ５ ０ ０ ０ １４
九州・沖縄 ８ １０ ０ ０ １ １９
合計 ３６ ３４ ０ ０ １ ７１
％ ５０．７ ４７．９ ０ ０ １．４ １００．０

表５ 全体の分類

文部省『全国中学校ニ関スル諸調査』（昭和１５年）より作成

表５-１ 後発校の分類 表６ 分校の数と割合

文部省『全国中学校ニ関スル諸調査』（昭和１５年）より
作成

文部省『全国中学校ニ関スル諸調査』（昭和１５年）より
作成
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１．先発校と後発校の割合はほぼ１：１で、私
立の割合は後発校の方が少し高くなる。

２．後発校の割合を地域別にみると、北海道が
約８０％を占めるが、他のほとんどの地域は
先発校より低い。

３．時期的にみると、大正中期から後期にかけ
て開校した学校がもっとも多く、その多く
は公立である。

４．分校として開校した中学は、すべて公立で
１校を除いて明治期に開校している。

５．「二中」型の学校は、大正中期以降から昭
和にかけて７０％が開校している。

次に上級学校進学状況、１学年の生徒数、学
級数、入試倍率を基に①から④までの時期に開
校した学校と分校、「二中」型の学校、それに
新たに「一中」型の学校を加えて比較検討する。
なお昭和１３年度版の資料を用いたのは、昭和１５
年度版の資料に学校別のデータがないことと、
まだ卒業生の出ていない学校があるからであ
る。上級学校進学状況は、昭和１３年の春の高等
学校・大学予科入学者数、官公立専門学校入学
者数、軍関係諸学校入学者数を調べたもので、
この中には中途退学による入学者は含まない。
１学年の生徒数と学級数は、昭和１３年１０月時点
の１年生の生徒数と学級数を用いた。入試倍率
は、同じく昭和１３年１０月時点の１年生を対象
に、志願者を入学者で除したものである。
新たに加えた「一中」型の学校とは、筆者が

今回の分析で「二中」型の学校とした学校と対

応関係にあると判断した学校である。具体的な
分析対象の学校並びに分析結果は、分校、「二
中」型の学校とともに表８－１，２、表９－１，２、
表１０－１，２に示す。これらに①から④までの学
校を加えて平均値をまとめて整理したのが表１１
である。
表８－１から分校は、１つの学校の分校が県

下全域に広がっているパターン（例えば群馬県、
山口県、鹿児島県など）と、分校の分校という
ように枝分かれして広がっているパターン（例
えば茨城県、愛媛県など）の大きく２つに分け
られことがわかる。また都市部の「一中」型、
「二中」型の学校（例えば浜松一中、鹿児島二
中など）から離島の学校（例えば壱岐中、種子
島中など）まで多岐に渡っている。
表８－２は、分校の上級学校進学状況と、生

徒数、学級数、入試倍率をまとめたものであ
る。浜松一中、畝傍中、熊本中、鹿本中、鹿児
島二中などが、高校・大学予科の進学者が多い
ことが分かる。
表９－１、１０－１から、「一中」型の学校と

対応関係にあると考えられる学校が複数あるの
は、横浜一中が２校、金沢一中が２校、愛知一
中が３校、京都一中が３校、神戸一中が２校で
ある。表９－２、１０－２をみると「一中」型の
学校と「二中」型の学校の進学率を比較した場
合、「一中」型の学校の進学率が高い場合が多
い。しかし進学率がほぼ同じか、むしろ「二中」
型の学校の方が高い場合も６校程みられる。仙
台二中、神通中、京都三中、桃山中、福岡中、
鹿児島二中などである。これらの学校は神通中
を除いて、明治期に開校した学校か、地域の拠
点都市に開校した学校である。
表１１の結果をまとめると、以下の５点が明ら

かになった。

１．開校の時期が下がるに比例して進学率は低
くなる。

２．進学率は「一中」型の学校がもっとも高い。
３．「二中」型の学校は、「一中」型の学校に次

いで①の学校と同程度、進学率が高い。
４．１学年の生徒数と学級数は進学率が高いほ

① ② ③ ④ ⑤ 合計
北海道 ０ ０ １ １ ２ ４
東北 ０ １ ０ ０ １ ２

関東甲信越 ０ ０ １ ２ ２ ５
東京 ０ ０ ０ ０ ０ ０
中部 ０ ３ ０ ５ ３ １１
近畿 ０ ３ ０ ２ １ ６

中国・四国 ０ ０ ０ ４ １ ５
九州・沖縄 ０ ２ １ １ ３ ７
合計 ０ ９ ３ １５ １３ ４０
％ ０ ２２．５ ７．５ ３７．５ ３２．５ １００．０

表７ 「二中」型の学校の数と割合

文部省『全国中学校ニ関スル諸調査』（昭和１５年）より
作成
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ど多い。
５．入試の倍率は「二中」型の学校がもっとも

高い。

最後に具体的な学校の事例として、筆者が調
査を行っている岡山二中と岡山一中、呉二中と
呉一中について、両校の学校関係資料の記述
と、関係者への聞き取り調査から、両校の校
訓、学校文化（校風）、雰囲気等を比較検討す
る形で取り上げる。

【岡山二中】
「（略）当時一中は今で云う受験校で、ガリ

ベンで上級学校へはいれるといった空気があっ
たようで、六高でも私の組の半数は一中卒でし
たが、例外はあっても一般にチャッカリした人
が多く、二中から来た人は、数は少なかった
が、のんびり型が多く今からも好ましいように
思います」（下線は引用者、以下同様）」（O・
M 昭和５年卒）（岡山操山高等学校 １９６９，
『創立七十年史』 ２８９頁）

「（略）当時はよく一中と対比されたが、私
は、都会的なエリート校の悪く言えば、ギスギ
スした感じの一中より、おおらかな農村的な二
中カラーの方が好きだった」（K・S 昭和１９年
卒）（同上 １９６９ ３３０頁）

【岡山一中】
「一中での勉学の有様はどうかといいますと、
これも厳しいという一語に尽きると思います。
（大正１０年の卒業生）」（太田進 １９７９，「大正期
における入試制度の変動と岡山中学・岡山一中
の対応」『岡山朝日高等学校 教育史資料第６
集』 ９頁）

「（略）当時の一中生は、岡山市民から六高
生とはまた違った意味でエリート扱いされてい
た」（O・M 昭和１０年四年修了）（岡山朝日高
等学校 １９８４，『回想による１１０年史 烏城』第１４０
号 ６２頁）

以上の点から、岡山二中はのんびり（温かい）
で大らかな様子が、岡山一中はエリート（冷た
い）で勉強が厳しいという様子が伺える。

【呉二中】
「一中と比べて、その点二中は大らかな特徴

があったと思いますね。『自由』という言葉で
は表現が悪いのでしょうが、質実剛健であって
大らかな自由さがありました」（N・T 昭和１３
年卒）（九嶺宮原同窓会 １９７４，『創立五十周年
記念誌 広島県立呉宮原高等学校』 １０４頁）

「私が入学した頃の呉二中は自由と個性の教
育を行うとされ、統制色の強い一中とは好対照
とされていた」（M・H 昭和１５年卒）（同上
１９７４ ３４３頁）

「二中は大らかさ、質実剛健、のびのび、野
生児だった。これは当時の校長のリーダーシッ
プや教員の年齢の若さが関係していたのでは、
と思う。それに対して一中は、質実剛健であっ
てもやはりガリベン型の生徒が多かったように
思う。一中は海軍士官の子弟や裕福な家庭の子
が多かったからだと思う」（T・S 昭和１０年
卒）（筆者聞き取り）

「二中は学校の歴史が新しいので生徒同士の
仲が良く、先輩後輩の結びつきも強く学年が
違っても仲が良く団結力があった。一中は海軍
の高官の息子やら転勤族が多く、エリート校と
いう感じがした」（S・H 昭和１３年卒）（同上）

【呉一中】
「（略）質実剛健をモットーに、スパルタ式

の教育を受けたものでした。卒業して八年振り
に母校に帰ってみても（＊教員として勤務）、
教育方針は、私の受けたものと、ちっとも変
わってはいませんでした。その上、大正十四年
五月からは、配属将校が学校に派遣され、質実
剛健の精神は一層強調され、学力の充実に一段
と力が注がれました」（M・T 明治４４年入学）
（昭四会 １９７９，『呉一中卒業五十周年記念誌』
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道府県別 学校名 設立別 開校年 個数 通し番号
青 森 八戸中 県立 Ｍ２６ １ １ ＊弘前中の分校
宮 城 古川中 県立 Ｍ３０ １ ２ ＊仙台一中の分校

角田中 県立 Ｍ３０ ２ ３ ＊仙台一中の分校、Ｍ３４に郡立→県立
佐沼中 県立 Ｍ３５ ３ ４ ＊仙台二中の分校
築館中 県立 Ｍ３４ ４ ５ ＊古川中の分校

山 形 新庄中 県立 Ｍ３３ １ ６ ＊山形中の分校
福 島 磐城中 県立 Ｍ２８ １ ７ ＊安積中の分校
茨 城 土浦中 県立 Ｍ３０ １ ８ ＊水戸中の分校

下妻中 県立 Ｍ３０ ２ ９ ＊水戸中の分校
太田中 県立 Ｍ３３ ３ １０ ＊水戸中の分校
龍ヶ崎中 県立 Ｍ３３ ４ １１ ＊土浦中の分校
水海道中 県立 Ｍ３３ ５ １２ ＊下妻中の分校

栃 木 栃木中 県立 Ｍ２９ １ １３ ＊宇都宮中の分校
群 馬 沼田中 県立 Ｍ３０ １ １４ ＊前橋中の分校

高崎中 県立 Ｍ３０ ２ １５ ＊前橋中の分校
富岡中 県立 Ｍ３０ ３ １６ ＊前橋中の分校
藤岡中 県立 Ｍ３０ ４ １７ ＊前橋中の分校
太田中 県立 Ｍ３０ ５ １８ ＊前橋中の分校

千 葉 成東中 県立 Ｍ３３ １ １９ ＊佐倉中の分校
木更津中 県立 Ｍ３３ ２ ２０ ＊千葉中の分校

新 潟 巻中 県立 Ｍ４０ １ ２１ ＊新潟中の分校
三条中 県立 Ｍ３５ ２ ２２ ＊新潟中の分校
小千谷中 県立 Ｍ３５ ３ ２３ ＊長岡中の分校
糸魚川中 県立 Ｍ４０ ４ ２４ ＊高田中の分校
柏崎中 県立 Ｍ３３ ５ ２５ ＊高田中の分校
村上中 県立 Ｍ３３ ６ ２６ ＊新発田中の分校

長 野 大町中 県立 Ｍ３４ １ ２７ ＊松本中の分校
飯山中 県立 Ｍ３６ ２ ２８ ＊長野中の分校
野沢中 県立 Ｍ３４ ３ ２９ ＊上田中の分校

福 井 小浜中 県立 Ｍ２６ １ ３０ ＊福井中の分校
大野中 県立 Ｍ３４ ２ ３１ ＊福井中の分校

岐 阜 大垣中 県立 Ｍ２７ １ ３２ ＊岐阜中の分校
東濃中 県立 Ｍ２９ ２ ３３ ＊岐阜中の分校

静 岡 浜松一中 県立 Ｍ２７ １ ３４ ＊静岡中の分校
韮山中 県立 Ｍ２８ ２ ３５ ＊静岡中の分校

奈 良 畝傍中 県立 Ｍ２９ １ ３６ ＊郡山中の分校
五条中 県立 Ｍ２９ ２ ３７ ＊郡山中の分校

和歌山 新宮中 県立 Ｍ３４ １ ３８ ＊粉河中の分校
岡 山 天城中 県立 Ｍ３９ １ ３９ ＊関西中の分校、Ｔ１０に郡立→県立
山 口 岩国中 県立 Ｍ３０ １ ４０ ＊山口中の分校

徳山中 県立 Ｍ３０ ２ ４１ ＊山口中の分校
萩中 県立 Ｍ３０ ３ ４２ ＊山口中の分校
豊浦中 県立 Ｍ３０ ４ ４３ ＊山口中の分校

徳 島 脇町中 県立 Ｍ２９ １ ４４ ＊徳島中の分校
富岡中 県立 Ｍ２９ ２ ４５ ＊徳島中の分校

香 川 丸亀中 県立 Ｍ２６ １ ４６ ＊高松中の分校
大川中 県立 Ｍ３３ ２ ４７ ＊高松中の分校
三豊中 県立 Ｍ３３ ３ ４８ ＊高松中の分校

愛 媛 宇和島中 県立 Ｍ２９ １ ４９ ＊松山中の分校
西条中 県立 Ｍ２９ ２ ５０ ＊松山中の分校
大洲中 県立 Ｍ３４ ３ ５１ ＊宇和島中の分校
今治中 県立 Ｍ３４ ４ ５２ ＊西条中の分校

佐 賀 鹿島中 県立 Ｍ２９ １ ５３ ＊佐賀中の分校
唐津中 県立 Ｍ２９ ２ ５４ ＊佐賀中の分校

佐 賀 小城中 県立 Ｍ３２ １ ５５ ＊佐賀中の分校
長 崎 壱岐中 県立 Ｍ４２ １ ５６ ＊猶興館中の分校
熊 本 天草中 県立 Ｍ３３ １ ５７ ＊済々黌中の分校

熊本中 県立 Ｍ３３ ２ ５８ ＊済々黌中より分離、分校扱い
玉名中 県立 Ｍ３６ ３ ５９ ＊熊本中の分校
八代中 県立 Ｍ３３ ４ ６０ ＊済々黌中の分校
鹿本中 県立 Ｍ３３ ５ ６１ ＊熊本中の分校

大 分 杵築中 県立 Ｍ３０ １ ６２ ＊大分中の分校
臼杵中 県立 Ｍ３０ ２ ６３ ＊大分中の分校
竹田中 県立 Ｍ３０ ３ ６４ ＊大分中の分校
宇佐中 県立 Ｍ３０ ４ ６５ ＊大分中の分校

鹿児島 川内中 県立 Ｍ３０ １ ６６ ＊鹿児島一中の分校
加治木中 県立 Ｍ３０ ２ ６７ ＊鹿児島一中の分校
鹿児島二中 県立 Ｍ３４ ３ ６８ ＊鹿児島一中の分校
種子島中 県立 Ｍ３４ ４ ６９ ＊鹿児島一中の分校

沖 縄 沖縄二中 県立 Ｍ４３ １ ７０ ＊沖縄一中の分校

表８－１ 分校一覧（＊⑤を除く）
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道府県別 学校名 高・大予科 官公専門学校 軍関係諸学校 合計 １学年生徒数 学級数 入試倍率
青 森 八戸中 ２ １１ ０ １３ １５８ ３ １．５
宮 城 古川中 １ １１ ０ １２ １６５ ３ １．５

角田中 １ ２ １ ４ １１９ ２ １．２
佐沼中 ２ ３ ２ ７ １１０ ２ １．４
築館中 ４ ３ １ ８ １１３ ２ １．２

山 形 新庄中 ４ １５ ０ １９ １０３ ２ １．６
福 島 磐城中 ５ １３ ０ １８ ２５７ ５ ２．０
茨 城 土浦中 ３ １２ ０ １５ １５２ ３ ２．１

下妻中 ７ １０ ０ １７ １５９ ３ １．６
太田中 ３ ４ ２ ９ １５５ ３ １．８
龍ヶ崎中 １ ７ ０ ８ １５８ ３ １．４
水海道中 １ ２ １ ４ １１１ ２ １．５

栃 木 栃木中 ４ ９ ７ ２０ ２１１ ４ １．８
群 馬 沼田中 ２ ５ ２ ９ １１３ ２ １．４

高崎中 １ １７ ９ ２７ １６１ ３ １．８
富岡中 ４ １７ ２ ２３ １１０ ２ １．９
藤岡中 ０ ２ ０ ２ １１１ ２ １．８
太田中 １ ９ ２ １２ １６２ ３ １．６

千 葉 成東中 ５ ５ ５ １５ ２１４ ４ １．２
木更津中 ４ ２ ２ ８ １５５ ３ １．５

新 潟 巻中 ２ ５ ０ ７ １１２ ２ ２．５
三条中 ６ ４ １ １１ １４５ ３ １．６
小千谷中 ５ ３ １ ９ ５３ １ １．９
糸魚川中 ０ ３ ０ ３ ９６ ２ １．２
柏崎中 ６ ８ ０ １４ ９９ ２ ２．３
村上中 １ ７ ０ ８ １０９ ２ １．５

長 野 大町中 ３ ３ ０ ６ １０３ ２ １．２
飯山中 ０ １ ０ １ ５４ １ １．６
野沢中 ２ １ ０ ３ １１０ ２ １．６

福 井 小浜中 ２ １２ ０ １４ １０６ ２ １．９
大野中 ０ ７ １ ８ １０９ ２ １．７

岐 阜 大垣中 ５ ３６ ２ ４３ １５６ ３ １．５
東濃中 ３ ２ ０ ５ ５１ １ １．６

静 岡 浜松一中 １３ ３７ １０ ６０ ２１３ ４ １．５
韮山中 ０ ８ ０ ８ １０８ ２ １．４

奈 良 畝傍中 ２４ ３９ ３ ６６ １９９ ４ １．５
五条中 １ １４ ０ １５ １４９ ３ １．５

和歌山 新宮中 ５ ６ １ １２ １０２ ２ １．４
岡 山 天城中 ０ １ ８ ９ １０７ ２ ２．１
山 口 岩国中 ２ １４ ０ １６ １５０ ３ ２．０

徳山中 ５ ２ １３ ２０ １５０ ３ ２．０
萩中 ３ １２ ２ １７ １５０ ３ ２．１
豊浦中 ４ １７ ８ ２９ １９８ ４ ２．９

徳 島 脇町中 ０ １ ０ １ １０６ ２ １．６
富岡中 ２ ８ １ １１ １５０ ３ １．７

香 川 丸亀中 １１ １４ ０ ２５ ２０５ ４ １．７
大川中 ２ ３ ４ ９ １０１ ２ １．３
三豊中 ９ １１ ２ ２２ １５１ ３ １．６

愛 媛 宇和島中 ６ ６ ０ １２ １５３ ３ １．４
西条中 ８ １４ ４ ２６ ２０７ ４ １．７
大洲中 ３ ２ ０ ５ ９８ ２ １．５
今治中 ８ １１ ８ ２７ ２０５ ４ １．５

佐 賀 鹿島中 ５ ３ １ ９ １５７ ３ １．７
唐津中 ４ １２ ２ １８ １５９ ３ １．８
小城中 ５ ５ ２ １２ １６４ ３ ２．０

長 崎 壱岐中 １ １ １ ３ ５８ １ １．９
熊 本 天草中 ３ １５ ２ ２０ １０８ ２ １．７

熊本中 １９ ２６ １６ ６１ ２２８ ４ １．９
玉名中 ２ １２ １１ ２５ ２２０ ４ １．３
八代中 ５ ３４ ４ ４３ ２１５ ４ １．５
鹿本中 １０ ２０ １３ ４３ ２１８ ４ １．９

大 分 杵築中 ２ ８ ０ １０ １５３ ３ ２．０
臼杵中 ０ １１ １ １２ １５７ ３ ２．１
竹田中 ５ ６ １ １２ １１５ ２ １．９
宇佐中 ３ ２８ １ ３２ ２１０ ４ １．８

鹿児島 川内中 ８ ８ １ １７ ２０９ ４ １．７
加治木中 １ １６ ０ １７ ２０１ ４ １．５
鹿児島二中 ２９ １９ ２６ ７４ ２５７ ５ ２．４
種子島中 ０ ３ １ ４ ５０ １ １．４

沖 縄 沖縄二中 ２ １３ ９ ２４ １５６ ３ ２．０
合計 ３００ ７１１ １９７ １２０８ １０２３７ １９５ １１８．４
平均 ４．３ １０．２ ２．８ １７．３ １４６．２ ２．８ １．６９

表８－２ 分校の上級学校進学状況と生徒数、学級数、入試倍率（＊⑤を除く）
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道府県別 学校名 設立別 開校年 備考 個数 通し番号
北海道 札幌二中 道立 T２ 二中 １ １

小樽市中 市立 T１３ 二中的 ２ ２
宮 城 仙台二中 県立 M３３ 二中 １ ３
神奈川 横浜二中 県立 T３ 二中 １ ４

横浜三中 県立 T１２ 二中的 ２ ５
長 野 松本二中 県立 T１２ 二中 １ ６
富 山 神通中 県立 T９ 二中的 １ ７
石 川 金沢二中 県立 M３２ 二中 １ ８

金沢三中 県立 T１０ 二中的 ２ ９
静 岡 浜松二中 県立 T１３ 二中 １ １０
愛 知 明倫中 県立 M３２ 二中的 １ １１ M３３に私立→県立

熱田中 県立 M４０ 二中的 ２ １２
惟信中 県立 T１４ 二中的 ３ １３
豊橋二中 県立 T１５ 二中 ４ １４

京 都 京都二中 府立 M３２ 二中 １ １５
京都三中 府立 M４１ 二中的 ２ １６
桃山中 府立 T１０ 二中的 ３ １７

兵 庫 神戸二中 県立 M４１ 二中 １ １８
神戸三中 県立 T１０ 二中的 ２ １９

鳥 取 鳥取二中 県立 T１２ 二中 １ ２０
岡 山 岡山二中 県立 T１０ 二中 １ ２１
広 島 広島二中 県立 T１１ 二中 １ ２２

呉二中 県立 T１３ 二中 ２ ２３
福 岡 福岡中 県立 T６ 二中的 １ ２４
長 崎 瓊浦中 県立 T１２ 二中的 １ ２５
鹿児島 鹿児島二中 県立 M３４ 二中・ １ ２６ *鹿児島一中の分校

分校
沖 縄 沖縄二中 県立 M４３ 二中・ １ ２７ *沖縄一中の分校

分校

道府県別 学校名 高・大予科 官公専門学校 軍関係諸学校 合計 １学年生徒数 学級数 入試倍率
北海道 札幌二中 １６ １８ ０ ３４ ２５７ ５ ２．６

小樽市中 ０ １ ０ １ １０４ ２ １．９
宮 城 仙台二中 ２２ １８ ３ ４３ ２２６ ４ ２．１
神奈川 横浜二中 ２１ ２０ １ ４２ １４６ ３ ２．４

横浜三中 ６ １８ ０ ２４ １５９ ３ ２．４
長 野 松本二中 ３ ２ ０ ５ １５６ ３ １．８
富 山 神通中 １６ ２０ ０ ３６ １６３ ３ １．８
石 川 金沢二中 ９ ２８ ４ ４１ １６７ ３ １．６

金沢三中 ２ ６ ０ ８ １６７ ３ １．７
静 岡 浜松二中 ５ ４１ １ ４７ １１２ ２ ２．４
愛 知 明倫中 １３ ２８ ６ ４７ ２３２ ５ ２．５

熱田中 ２２ ３７ ０ ５９ ２５１ ５ ２．５
惟信中 ４ １４ ０ １８ ２０２ ４ ２．５
豊橋二中 ２ １８ ５ ２５ １５２ ３ １．８

京 都 京都二中 ５ １０ ２ １７ ２５６ ５ １．９
京都三中 １８ ２０ １ ３９ ２１５ ４ １．８
桃山中 ２７ ２１ １ ４９ ２１９ ４ １．８

兵 庫 神戸二中 ４５ ３８ ３ ８６ ２６４ ５ １．８
神戸三中 １５ ２８ ３ ４６ ２５４ ５ ２．２

鳥 取 鳥取二中 ９ １５ ２ ２６ １１１ ２ １．７
岡 山 岡山二中 １３ ２５ ０ ３８ ２５９ ５ ２．５
広 島 広島二中 １３ ２１ ０ ３４ ２６９ ５ ３．７

呉二中 ２ １１ ０ １３ ２１５ ４ ２．９
福 岡 福岡中 ２５ １２ ０ ３７ ２６３ ５ １．７
長 崎 瓊浦中 ２ １９ １ ２２ ２２０ ４ ２．１
鹿児島 鹿児島二中 ２９ １９ ２６ ７４ ２５７ ５ ２．４
沖 縄 沖縄二中 ２ １３ ９ ２４ １５６ ３ ２．０

合計 ３４６ ５２１ ６８ ９３５ ５４５２ １０４ ５８．６
平均 １２．８ １９．３ ２．５ ３４．６ ２０１．９ ３．９ ２．１７

表９－１ 「二中」型の学校一覧（＊⑤を除く）

表９－２ 「二中」型の学校の上級学校進学状況と生徒数、学級数、入試倍率（＊⑤を除く）
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道府県別 学校名 設立別 開校年 備考 個数 通し番号
北海道 札幌一中 道立 M２８ １ １

小樽中 道立 M３５ ２ ２
宮 城 仙台一中 県立 M２５ １ ３
神奈川 横浜一中 県立 M３０ １ ４
長 野 松本中 県立 M１７ １ ５
富 山 富山中 県立 M１８ １ ６
石 川 金沢一中 県立 M２６ １ ７
静 岡 浜松一中 県立 M２７ 分校 １ ８ ＊静岡中の分校
愛 知 愛知一中 県立 M１０ １ ９

豊橋中 県立 M２８ ２ １０ Ｍ３３に町立→県立
京 都 京都一中 府立 M３ １ １１
兵 庫 神戸一中 県立 M２９ １ １２
鳥 取 鳥取一中 県立 M１９ １ １３
岡 山 岡山一中 県立 M７ １ １４
広 島 広島一中 県立 M１０ １ １５ Ｍ２５に県立に移管

呉一中 県立 M４０ ２ １６ Ｍ４４に市立→県立
福 岡 修猷館中 県立 M１８ １ １７ Ｍ３２に県立に移管
長 崎 長崎中 県立 M１７ １ １８
鹿児島 鹿児島一中 県立 M２６ １ １９
沖 縄 沖縄一中 県立 M１３ １ ２０

道府県別 学校名 高・大予科 官公専門学校 軍関係諸学校 合計 １学年生徒数 学級数 入試倍率
北海道 札幌一中 ３７ １８ ０ ５５ ２５２ ５ ２．２

小樽中 ８ ３４ １ ４３ ２６０ ５ １．７
宮 城 仙台一中 １６ １９ ７ ４２ ２１２ ４ ２．２
神奈川 横浜一中 ３８ ３３ ９ ８０ ２１９ ４ ２．１
長 野 松本中 ７ １８ ５ ３０ ２０６ ４ １．８
富 山 富山中 １ ２４ １ ２６ ２０６ ４ ２．１
石 川 金沢一中 １７ ２４ ３ ４４ ２１０ ４ １．４
静 岡 浜松一中 １３ ３７ １０ ６０ ２１３ ４ １．５
愛 知 愛知一中 ３４ ６０ ８ １０２ ２４９ ５ １．７

豊橋中 １３ ４３ ２ ５８ ２０２ ４ １．５
京 都 京都一中 ２４ １５ １ ４０ ２５５ ５ １．４
兵 庫 神戸一中 ７３ ３３ ９ １１５ ２４７ ５ １．６
鳥 取 鳥取一中 １１ ９ １ ２１ ２１８ ４ １．５
岡 山 岡山一中 ３６ ３１ ８ ７５ ２６１ ５ １．８
広 島 広島一中 １５ ２６ １０ ５１ ２５５ ５ ２．７

呉一中 ２２ ８０ １４ １１６ ２２２ ４ ２．３
福 岡 修猷館中 ２２ １３ ９ ４４ ２６４ ５ １．５
長 崎 長崎中 １９ ２２ ５ ４６ ２０８ ４ １．５
鹿児島 鹿児島一中 １６ ６ １６ ３８ ２６２ ５ １．８
沖 縄 沖縄一中 ３ １７ １ ２１ ２２２ ４ １．６

合計 ４２５ ５６２ １２０ １１０７ ４６４３ ８９ ３５．８
平均 ２１．３ ２８．１ ６．０ ５５．４ ２３２．２ ４．５ １．７９

高・大予科 官公専門学校 軍関係諸学校 合計 １学年生徒数 学級数 入試倍率
① １３．４ １７．１ ３．３ ３３．８ １９３．８ ３．７ １．９４
② ７．２ １０．８ ２．３ ２０．３ １６４．０ ３．１ １．８５
③ ９．３ １１．３ ０．８ ２１．４ １６７．８ ３．１ １．８８
④ ５．５ ８．９ １．０ １５．４ １３２．１ ２．５ １．８６
分校 ４．３ １０．２ ２．８ １７．３ １４６．２ ２．８ １．６９

「一中」型 ２１．３ ２８．１ ６．０ ５５．４ ２３２．２ ４．５ １．７９
「二中」型 １２．８ １９．３ ２．５ ３４．６ ２０１．９ ３．９ ２．１７
平均 １０．５ １５．１ ２．７ ２８．３ １７６．９ ３．４ １．８８

表１０－１ 「一中」型の学校一覧

表１０－２ 「一中」型の学校の上級学校進学状況と生徒数、学級数、入試倍率

表１１ 上級学校進学状況と生徒数、学級数、入試倍率の比較
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１頁）

「質実剛健の校訓。規律正しい生活。軍国主
義教育の体罰はつらかったけど、旧制呉一中で
人生を生き抜く強さを教えられた」（T・Y 昭
和１２年入学）（『読売新聞』広島版 １９９８年４月
２５日「わが母校１１呉三津田高校③」）

以上の点から、呉二中は質実剛健だが大ら
か１０）で自由な様子が、呉一中は質実剛健で厳し
い様子が伺える。

４．まとめ

本稿の目的は、明治後期以降に開校した旧制
中学を類型化し、それぞれのパターンから個別
の学校を取り上げ、後発旧制中学の学校文化の
特徴を検討する際の基礎作業を行うことであっ
た。分析の結果、筆者が定義した「二中」型の
学校は、進学率や１学年の生徒数、学級数、入
試倍率において開校時期が重なる②から④の学
校よりも高い数値を示した。また具体的な学校
の事例から、「一中」型の学校に対して対照的
に語られることを確認した。
しかし、これは筆者の定義の仕方とサンプル

数の少なさもその要因の一つであろう。逆に分
校については厳密な定義をしなかったために、
学校の状況が多岐に渡り解釈ができなかった。
結果として、正確な類型化までたどり着くこと
はできなかった。
今後の課題としては、先ずは分析方法を再検

討する必要がある。また学校のカリキュラム、
生徒の階層、教員集団の問題等も検討する必要
があろう。今回詳しい分析をしなかった、私立
校や「一中」型、「二中」型、分校以外のその
他の学校の位置づけも考える必要があるだろ
う。これらを踏まえて、岡山と呉の事例研究
と、新たに他の地域の事例研究をやる上で指針
となるような分析方法、分析の指標といったも
のを検討したいと思う。

【註】

１）国立教育研究所編 １９７４，『日本近代教育百年史
第四巻 学校教育２』財団法人教育研究振興会

１０５９頁。
２）最初は市立として設置され、後に県立に移管した
学校もあった。

３）ここで言うところの「二中」とは、主として大正
中期以降、地方都市部に開校していった中学を指
し、明治１９年の「中学校令」公布後、各府県で何
度か改称した校名の内の一つの○○県第二尋常中
学の「二中」とは異なる。

４）例えば岡山一中が中学では珍しい角帽を制帽とし
ていたのに対し、岡山二中も出来るときに、やは
り角帽を採用した（岡山操山高等学校創立七十年
史編集委員会編 １９６９，『創立七十年史』）。

５）例えば呉二中卒業生に対する聞き取り調査では、
「二中は新しい学校だから、先に出来た一中に負
けるな、と先生や先輩から言われた。勉強、ス
ポーツ、何でも負けるなと言われた。若い先生が
多かったので、先生達も一中に対してかなり対抗
意識をもっていたと思う」（N・R 昭和１９年卒）、

というのがあった。
６）開校年が不明の学校は、設置年で判断した。
７）熊本中学は分校という記述はなかったが、「済々黌

ヨリ分離シ」とあったので分校とみなした。
８）ただし名古屋市の明倫中（明治３２年開校）・熱田中

（明治４０年開校）、京都市の京都三中（明治４１年開
校）は、明治期の開校であるが例外として「二中」
型の学校とみなした。

９）『全国中学校ニ関スル諸調査』には官立中学（東京
高師附属中、広島高師附属中）に関する記載がな
いので、官立は分析から除外した。また一部記載
もれの学校もある。

１０）呉二中の学校関係資料と聞き取り調査から、「大ら
か」という言葉を多く見聞きしたが、この言葉は
校歌の歌詞の一節にあるものである。
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立呉宮原高等学校』。
国立教育研究所編 １９７４，『日本近代教育百年史 第四
巻 学校教育２』財団法人教育研究振興会。
―― １９７４，『日本近代教育百年史 第四巻 学校
教育３』財団法人教育研究振興会。

昭四会 １９７９，『呉一中卒業五十周年記念誌』。
中等教育史研究会編 １９９０，『旧制中学校沿革史文献目

録』。
山田浩之 ２０００，「日本教育史統計データベース」。
米田俊彦 １９８４，「明治後期地方中間層の中学校像とそ

の変質－中学校設立運動を中心として－」『東京大
学教育学部紀要 第２４巻』。

―― １９８５，「「中等社会」育成をめぐる相剋－１８９９
年（明治３２）改正中学校令の制定過程とその意味－」
『日本の教育史学第２８集』。
―― １９９２，『近代日本中学校制度の確立－法制・
教育機能・支持基盤の形成－』東京大学出版会。

『読売新聞』広島版 １９９８年４月２５日「わが母校１１呉
三津田高校③」。

渡辺一弘 １９９９，「戦前期における中等学校文化に関す
る研究－岡山県を事例にして－」『教育学研究紀
要』第４５巻 第１部 中国四国教育学会編 ２２６－
２３１頁。
―― ２０００，「戦前期における中等学校文化に関す
る研究－岡山県を事例にして（Ⅱ）－」『教育学研
究紀要』第４６巻 第１部 中国四国教育学会編

１６３－１６８頁。
―― ２００３，「岡山県の旧制中学の校風－岡山一中
と岡山二中を中心に－」『岡山地方史研究』１００号
記念号 岡山地方史研究会編 １４８－１５９頁。
―― ２００６，「後発旧制中学の学校文化に関する研
究－広島県呉市を事例にして－」『八戸短期大学研
究紀要』第２９巻 八戸短期大学編 ４９－６８頁。

《付記》資料の引用に際しては、旧字体の一部は新字
体に改め、句読点や濁点を付した。また明らかな
誤植、間違いと判断できるものは訂正した。本研
究に関しては、学校所蔵資料の閲覧・コピー等で、
岡山操山高等学校（旧岡山二中・岡山一女）、岡山
朝日高等学校（旧岡山一中・岡山二女）、呉宮原高
等学校（旧呉二中）、呉三津田高等学校（旧呉一中・
呉一女）各校の同窓会事務局先生方に大変お世話
になった。記して謝意を表したい。
なお本稿は、日本教育社会学会大会第５２回大会

（２０００年）での発表「後発旧制中学の類型化に関

する研究－明治後期以降開校の旧制中学を中心
に－」を大幅に修正・加筆し、新たに論文として
執筆したものである。
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